
DNAの高配向・伸長固定
－生体情報解明から電子デバイス利用へ－

分析・計測

研究目標：再現性のよい簡便なDNA伸長固定法を開発する

DNA上への金ナノ粒子の結合

DNAの転写印刷

DNA伸長固定のための基板の開発

裏返す

ネックレス状ワイヤー状

マイカまたはカバーガラス

PDMSシートをはがす

一度伸長固定したDNAを別
の基板表面に移しとる（転写
印刷）。

5 µl DNA溶液

DNAの蛍光顕微鏡像
a)転写印刷前のPDMS
上、b)転写印刷後のカ
バーガラス上、c)転写印
刷後のPDMS上

a) b)

c)

吸い上げるポリマーをカバーガラス
にスピンコートする

PVB

PVCz

PPhenaz

ポリマーコートガラス基板上におけるDNAの伸長固定手順

様々な基板上で伸長固定
されたDNAの蛍光像
a)未コートカバーガラス
b)PVBコートガラス
c)PPhenazコートガラス
d)PVCzコートガラス

１０ µm

1 µm 1 µm

PPhenazコートガラス上で伸長固定されたλ−DNAのAFM像

a) b)

伸長固定されたDNAの
拡大AFM像
a)PPhenaz上
b)PVCz上

DNAを用いるナノスケール電子デバイス

タンパク質（絶縁化）

金属・半導体ナノ粒子

機能性色素
DNA上に様々な物質を結合
させることで、DNAに様々な
性質を持たせることができる。

伸長固定したDNA上への
金ナノ粒子の組織化

マイカ上に転写印刷
されたDNAのAFM像

繰り返し転写印刷によるDNAの
２次元パターン

ポリジメチルシロキサン
（PDMS）シート

代表研究者：中尾秀信、大谷敏郎
所 属：食品工学部 計測工学研究室

問合わせ先：研究交流科 関谷 修三
e-mail:atunisi@nfri.affrc.go.jp
TEL:029-838-8036，FAX:029-838-8005     

独立行政法人
食品総合研究所

情報広報課
スタンプ




